
“ 通学路の安全対策 ” ～ 子どもたちの安全確保はみんなの手で ～

基本理念 「 学びあい 支えあい つなぎあい 未来を拓く力をはぐくむ 人づくり 」
令和３年1月発行 編集・発行 行橋市教育委員会

Vol.２ Education in Yukuhashi

写真:配送・建屋

※行橋市交通安全プログラムは、平成2７年に
関係機関の連携体制を構築し策定

（詳細は行橋市教育委員会HPをご参照願います）

●延永小エリア：ストップマーク貼付

●延永小エリア：標識設置

●泉小エリア：白線・カラー舗装

●行橋南小エリア：水路蓋設置

●今川小エリア：転落防護柵設置

●稗田小エリア：横断歩道引き直し

通学路交通安全プログラムにより対策しました
～ 一部、ご紹介します ～

ダンス♪ 鬼滅の刃



“ コミュニティ・スクールを全校に ” ～学校教育改革の実現に向けて～

＜背景＞ 時代の変化に伴い学校と地域の在り方が変化

「地域とともにある学校」へ

“ おいしい学校給食 ” ～ 防災食育センター ハート♥イート ～

トイレの写真

行橋市教育委員会の情報はこちら▼
www.city.yukuhashi.fukuoka.jp/educate/

※平成28年度：１校
蓑島小学校に設置

※令和３年度:4校
今元小学校・今元中学校に設置予定
仲津小学校・仲津中学校に設置予定

これからの学校は、「地域に開かれた学校」から

◇教育環境を取り巻く状況
●児童生徒数の減少
●子どもの規範意識等への課題
●学校が抱える課題の複雑化・困難化

◇教育改革の動き
●「社会に開かれた教育課程」の実現など

◇社会の動向
●少子高齢化の進行
●グローバル化や情報化の進展
●地域社会のつながりや支え合いの希薄化による

地域の教育力の低下

◇地方創生の動き
●学校を核とした地域の活性化

学校と地域の
連携・協働が必要

※令和４年度：１２校
全小・中学校に設置

これまでの取組状況・今後の予定

＜ 防災食育センターのご紹介 ＞
・設立：平成26年２月 ・事業費：約２２億（うち防衛省補助 約１２億）
・備蓄：白米３トン、防火・生活用水 約６０トン ・設備：自家発電 約２７０ｋｗ・太陽光発電 約３０ｋｗ

◆コミュニティ・スクールとは？？
「学校運営協議会」を設置している学校

◆学校運営協議会とは？？？
一般的に自治会代表・公民館代表・PTA代表（保護者代表）
子供会代表・民生委員代表などで構成され、学校と対等な
立場で協議を行うことができる合議制の組織

＜ 学校運営協議会の３つの役割 ＞
①校長が作成する学校運営の基本方針を承認する（必須）
②学校運営について、教育委員会又は校長に意見を述べる

ことができる（任意）
③教職員の任用に関して、教育委員会規則に定める事項に

ついて、教育委員会に意見を述べることができる（任意）
※現在、行橋市は、上記①②を採用

令和２年度こどもたちが選ぶ

学校給食人気ナンバー１

「 キムチご飯 」

“令和２年３月”
第５回食物アレルギー対応食

料理コンテスト

１食単価
小学校２３７円
中学校２８３円

学校給食 約6,100食/日

優秀賞
「とろ～りハム包みクリームコロッケ」


